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（1）対象地域 

日本（但し、実験室内の条件下での研究論文） 

 

 

 

 

 

（2）重要な図表 

 

図２(一部抜粋) 日本ナマズにおける Cs137 の取り込み。X 軸の被爆期間に対して、生物蓄積係数は Y

軸で示した。全ての魚のグループのデータは At = A0(1-e-hi)の方程式にあてはまる。＊は小サイズ、

■は中サイズ、●は大サイズの魚のグループを示す。 
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表２ 日本ナマズにおける各器官・組織別 Cs137 の分布 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 日本における陸水域に生息する水生生物における、放射性セシウムの移行係数や蓄積特性に関する報

告事例は少ないため、貴重な論文である。世界的な科学的知見を得るためにも、水生生物体内中蓄積濃

度と生息域の溶存態放射性セシウムのモニタリングは重要である。 

 

（2）流出挙動・経路 

本論文には該当する結果は存在しない。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

本論文には該当する結果は存在しない。 

（4）担当者のコメント 

5000 Bq/L の溶存態 Cs でナマズを室内暴露させた場合の体内蓄積の経時変化、蓄積係数を魚体ご

とに評価するとともに、体内組織分布を評価した論文で、基礎的ではあるが貴重な知見の論文と評価で

きる。あくまでエラからの吸収のみが暴露経路であり、生物移行係数もフィールドの値よりも低くなっ

ている。食物を介した場合とは異なることに注意が必要である。 

 


